
 

募 集 要 項募 集 要 項募 集 要 項募 集 要 項
（国内研究助成・国際会議助成）

 

水環境分野における先駆的、独創的な研究について下記に示す助成対象等に基づき公募する。

 

1. 助成助成助成助成対対対対象象象象  
 

2. 応応応応募資格募資格募資格募資格 

 
3. 助成助成助成助成対対対対象期間象期間象期間象期間 

原則１年間とする（毎年１０月から翌年９月まで） 
 
   

4. 助成助成助成助成対対対対象者象者象者象者のののの義務義務義務義務    
助成金の交付を受けた者は、下記の提出書類を期限までに提出しなければならない。    
    
【【【【国内研究助成】】】】    
    
         （１）助成研究概要の提出    
               助成金贈呈式の出席者等に当該年度の助成研究を紹介することを目的とする。。。。    

    
            （２）報告書の提出    
                 研究成果を広く一般に普及すること、および助成金使途の確認を目的とする。 

    

【【【【国内研究助成】】】】 

 (１） 助成対象分野

 自  然  科 学 ： A 持続可能な水・環境の保全、再生に関連する先端的技術、 
  評価方法、管理手法 に関する研究

社会・人文科学 ： D 水・環境に関する法規制、経済、教育等に関する研究

  

(２） 区 分

萌芽的研究 ： 水環境の改善や新しい技術の創造につながる可能性を秘めた研究
であって、原則として３５歳以下の若手研究者が遂行する研究。

 
 一 般 研 究 ： 先駆的、独創的な研究により、助成期間（１年間）で一定の成果が見

込める研究であって原則とし て４５歳以下の研究者が遂行する研
究。

 

【【【【国際会議助成】】】】 
水環境分野における研究成果の発表あるいは国際会議の開催を対象として、原則として
下記の条件に基づいて公募する。

 
国際会議発表助成 ： 平成２３年１０月～平成２４年９月に海外で開催される水環境に関す

る国際会議での研究成果発表に対する助成。

 
国際会議開催助成 ： 平成２３年１０月～平成２４年９月に、国内の学会が主催あるいは協

賛する水環境に関する国際会議であって、原則として国内で開催さ
れる学術会議に対する助成。

 

（１） 日本国内の大学、その他研究機関（民間団体・企業を除く）にて水環境分野の調査研
究をしている研究者

（２） 原則として若手研究者（萌芽的研究：３５歳以下 ／ 一般研究：４５歳以下）

対対対対象象象象区区区区分分分分 提出書類提出書類提出書類提出書類 期期期期    限限限限

国内国内国内国内研研研研究助成究助成究助成究助成 ・・・・研研研研究究究究概概概概要要要要
選考結果通知選考結果通知選考結果通知選考結果通知のののの発発発発行日行日行日行日からからからから
14141414日以日以日以日以内内内内

対対対対象象象象区区区区分分分分 提出書類提出書類提出書類提出書類 期期期期    限限限限

国内国内国内国内研研研研究助成究助成究助成究助成
・・・・研研研研究成果報告書 究成果報告書 究成果報告書 究成果報告書     
・・・・経経経経理報告書理報告書理報告書理報告書

助成金交付助成金交付助成金交付助成金交付のののの翌年翌年翌年翌年のののの    
10101010月月月月31313131日日日日までまでまでまで
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【【【【国際会議助成】】】】    
     

5. 申請手申請手申請手申請手続続続続 
（１） 応募方法 
”応募方法（国内研究・国際会議）”より申請書をダウンロードし、E-mailに添付してください 
 
（２）応募期間 
平成２３年４月１日（金） ～ ５月１９日（木）２３：５９ 厳守 
 
*最終日は応募が殺到し、締切り時刻までに受信できない場合がありますのでご注意下さい 
   

6. 助成助成助成助成対対対対象者象者象者象者のののの決定決定決定決定    
当財団の選考委員会における公正な審査結果に基づき、理事会で助成対象者および助成
金額を決定し、その結果を理事長から申請者に通知する。(7月末予定）  
 

7. 助成金助成金助成金助成金のののの交付交付交付交付    
助成金は選考結果に基づき下記を上限として交付される。  
  

注 意 
①助成金は採択された研究テーマに直接必要な費用に使用してください。 
 

 
注 意  
①国際会議発表に対する助成金交付は、申請された研究が国際会議で受理されることを 
  条件とする。 

研究成果報告書：：：： （１） 指定の報告用紙をダウンロードし、助成期間における研究成果の
要約を作成し提出する。     

（２） 公開論文（外部発表、投稿など）のコピーを提出する。

（３） 助成対象となった研究の成果を投稿あるいは発表する場合は、当
財団の研究助成活動を広く知ってもらうことを目的として、論文に
「クリタ水・環境科学振興財団」の助成を得たこと（Aｃｋｎｏｗｌｅｄｇｍ
ｅｎｔ）を記述する。

経 理 報 告 書：：：： （１） 指定の報告用紙をダウンロードし、費目別に支出内訳表を作成し
提出する

（２） 所属機関発行の、支払日、支払先、金額が記されている一覧表を
添付して提出する。。。。

（1） 国際会議発表助成対象者は、当該国際会議の採択通知書のコピーを財団事務局に
送付しなければない。

（２） 報告書の提出 

対対対対象象象象区区区区分分分分 提出書類提出書類提出書類提出書類 期期期期    限限限限

国国国国際際際際会会会会議議議議発発発発表助成表助成表助成表助成
・・・・国国国国際際際際会会会会議議議議パンフレットパンフレットパンフレットパンフレット    
・・・・発発発発表論文別刷表論文別刷表論文別刷表論文別刷    
・・・・経経経経理報告書理報告書理報告書理報告書

国国国国際際際際会会会会議終了後議終了後議終了後議終了後    
１１１１ヶヶヶヶ月以月以月以月以内内内内

国国国国際際際際会会会会議開催助成議開催助成議開催助成議開催助成
・・・・国国国国際際際際会会会会議議議議パンフレットパンフレットパンフレットパンフレット    
・・・・経経経経理報告書理報告書理報告書理報告書

国国国国際際際際会会会会議終了後議終了後議終了後議終了後    
１１１１ヶヶヶヶ月以月以月以月以内内内内

経 理 報 告 書：：：： （１） 指定の報告用紙をダウンロードし、費目別に支出内訳表を作成し
提出する

（２） 所属機関発行の、支払日、支払先、金額が記されている一覧表を
添付して提出する。

【【【【国内研究助成】】】】 （円／件）

 萌芽的研究 一般研究

自然科学分野  500,000 1,500,000

社会・人文科学分野 400,000 700,000

【【【【国際会議助成】】】】 （円／件）

 助成金交付額

国際会議発表助成 250,000

国際会議開催助成  500,000
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  助成対象者は国際会議の採択通知書のコピーを財団事務局に送付し、受理の通知を 
  しなければならない。 
②申請されたものと同じ発表テーマで、他の法人から助成を受けている場合は助成金の 
  交付は行いません。 
③国際会議での発表や会議開催に必要な旅費、参加費、会場費など直接経費に使用して 
  ください。  

≪≪≪≪留意事項留意事項留意事項留意事項≫≫≫≫        
    
当財団の国内研究助成あるいは国際会議助成への応募に際しては、下記事項を留意のうえ応募
して下さい。 

1. 研研研研究成果究成果究成果究成果のののの取扱取扱取扱取扱いいいい  
水環境に関する技術の振興に資するため、助成対象に採択された研究テーマ等を当財団
ホームページで公開し普及を図る。  

2. 変変変変更更更更・・・・中止中止中止中止のののの取扱取扱取扱取扱いいいい  
助成金受給者は、下記の場合その旨を財団理事長に事前に報告し、承認を得なければなら
ない。 

3. 取取取取りりりり消消消消しししし又又又又はははは返還要求返還要求返還要求返還要求 
助成金受給者が次の事項に該当する場合は、助成金の交付決定を取消または助成金の返
還を求めることがある。 

以 上 

（１） ホームページに「研究題目一覧」を設け、助成研究者の研究者テーマ、氏名、所属機
関を掲載します。

（２） ホームページに「研究成果報告書の請求」窓口を設け、閲覧希望の方に研究成果報
告書のコピーを郵送します。

＊ 研究成果報告書は、研究者が了解しない場合を除き原則公開とする。  

（１） 採択が決定した後、研究内容の著しい変更をしようとするとき、または中止しようとする
とき。

（２） 国際会議の発表、開催を中止しようとするとき。 
 

（１） 財団理事長に事前に報告することなく、助成対象となっている研究を中止あるいは著
しく規模を縮小するとき。

（２） その他、成果報告書、経理報告書など受給者としての義務に著しく反する行為があっ
た場合。
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平成平成平成平成２３２３２３２３年度 年度 年度 年度 応応応応募方法募方法募方法募方法

 （（（（国内国内国内国内研研研研究究究究・・・・国国国国際際際際会会会会議議議議））））
  

●●●●    国内研究助成あるいは国際会議助成への応募は、募集要項を参照のうえ、

下記の方法で所定の申請書を作成し財団事務局に提出して下さい。

1. 申請書申請書申請書申請書 

 
2. 募集期間募集期間募集期間募集期間  

 
        平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年４４４４月月月月１１１１日日日日（（（（金金金金） ～ ） ～ ） ～ ） ～ ５５５５月月月月１９１９１９１９日日日日（（（（木木木木） ） ） ） ２３２３２３２３：：：：５９５９５９５９    厳厳厳厳守守守守 
 
  ※最終日は応募が殺到し、締切り時刻までに受信できない場合がありますのでご注意下さい 
    

3. 送付先送付先送付先送付先    ・・・・    おおおお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ 
 
                             ffff----kuritakuritakuritakurita＠＠＠＠kwef.or.jpkwef.or.jpkwef.or.jpkwef.or.jp     
 
  ※ 申請書は「記入例（３～４ページ）」を削除し、必ずWordWordWordWord（docdocdocdoc形式形式形式形式）にて保存した後、 
     メールに添付添付添付添付して送付して下さい。 ファイル名は申請者名として下さい。 
  

  該当する申請書を下記より選択し、ダウンロードして下さい。

 

１）研究助成申請書        Word（doc）形式 ／ 圧縮（zip）形式

２）国際会議発表助成申請書   Word（doc）形式 ／ 圧縮（zip）形式

３）国際会議開催助成申請書   Word（doc）形式 ／ 圧縮（zip）形式

 

  ※国内の大学に所属する海外からの留学生につきましても、所定の申請書にて提出して    
       下さい。（所属機関、住所以外は英文でも構いません。） 
 
  ※国際会議発表・開催助成申請の場合、会議開催パンフレット・HP等会議の概要が 
    わかるものを必ず申請書の最終頁に添付して下さい。 
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